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〔海の状況（9／16～10／15）〕 

・神子地先の表面水温… 数日ほど平年をかなり下回る日（平年差-1.5℃前後）があったが、期間を通して概 

ね平年並み(平年差±0.5℃)に推移した。（図 1） 

・米ノ地先の表面水温… 期間の中ごろは概ね平年並み(平年差±0.5℃)に推移したが、それ以外の期間は平

年よりかなり低く(平年差-1.0～-1.5℃)推移した。（図 2） 

 

若狭湾および周辺海域の水温は、表面(0ｍ)では一部の海域で前年より高く(24～26℃)なった。水深 50ｍ、

水深 100ｍ、水深 200ｍでは一部の海域で前年より低く(水深 50ｍ 18～20℃ 水深 100m 6～8℃ 水深 200m 

0～2℃)なった。（図 3） 

 

若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の日本海漁場海況速報より抜粋） 

海の情報  
福井県水産試験場 

TEL:0770(26)1331 

FAX:0770(26)1379 

suisi@pref.fukui.lg.jp 第７号 http://www.fklab.fukui.fukui.jp/ss/ 



 

水産研究・教育機構 日本海区水産研究所から発表されました海況予報に、今後(平成 28年 11～12月)に関

する情報がありますのでご紹介します。 

○対馬暖流域の表面水温は、平年並みで経過する。 

○対馬暖流域の 50m深水温は、日本海北部・西部ともに平年並みで経過する。 

○山陰・若狭沖の冷水域はやや大きく、接岸距離は平年並み。 

○隠岐諸島北方の暖水域は東進し、能登半島北方に分布する。 

※水産研究・教育機構のホームページ(http://www.fra.affrc.go.jp/)においても閲覧することができます。 

〔県内の漁模様：9月〕 

  2016年 9月の県内の総漁獲量は 1,595tで、昨年同月を 113t上回った。  

 〔定置網〕 

    漁獲量は 1,234t で、昨年同月を 90t 上回った。シイラ、サワラ、アオリイカ等は昨年同月を上回り、アジ類、

サバ類、フグ類等は下回った。 

 〔底びき網〕 

   漁獲量は 302tで、昨年同月を 4t上回った。キダイ、アカガレイ等は昨年同月を上回り、ハタハタ、キス類等は

下回った。 

 〔釣り・その他〕 

   漁獲量は 59tで、昨年同月を 19t上回った。ヒラマサ、キダイ、ソデイカ等は昨年同月を上回った。 

 
 

〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：9月の定置網の1日あたりの漁獲量。京都府：9月にJF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網の 

1 日あたりの漁獲量。兵庫県：9/1-9/30 の余部定置網の 1 日あたりの漁獲量。鳥取県：9月中旬～10 月上旬のまき網の 1 統あたりの   

漁獲量。） 

 石川県…定置網…サワラ類19.2t、マサバ3.3t、ガンド(2～4kgのブリ)2.9t、フクラギ(500g～2kgのブリ)2.6t、マアジ1.5t 

 京都府…定置網…サワラ類12.3t、シイラ3.5t、ツバス1.7t、マアジ1.6t、サバ類0.4t 

 兵庫県…定置網…マアジ173kg、ツバス46kg、シイラ37kg、サワラ5kg、アオリイカ4kg 

鳥取県…まき網…マサバ14.7t、カタクチイワシ13.4t、マイワシ13.2t、ブリ類9.8t、マアジ9.5t、ウルメイワシ1.8

平成 28年度 第 3回 日本海海況予報 

http://www.fra.affrc.go.jp/


 

「越前がに」の資源状況について 
 

今年も、11 月 6日に「越前がに」漁が解禁されます。調査船「福井丸」により実施したトロール

調査結果を基に、本県沖合のズワイガニ資源量を推定しましたので、お知らせします。 

 

漁獲動向（図１） 

福井県底曳網漁業協会の集計による漁

獲量の経年変化は、最低であった S54 年度

以降は増加傾向にあり、近年は 500t 前後

で推移しています。H27 年度は、雄雌とも

に漁獲が増大し、雄で 25t 増の 302t、雌

で 50t増の 171tでした。 

 

資源状況（図２） 

雄について見ると、今年の漁獲の主体

となる 12 齢は資源水準が比較的高く、あ

わせて、今年から水ガニとして漁獲の対象

となる 11 齢も平年並みの資源水準にある

ことから、良好な資源状況にあると考えら

れます。今漁期に漁獲対象となる雄の資源

量を推定したところ、昨年を上回る

2,300t と算出されました。 

また、雌について、漁獲の対象となる

クロコ（経産ガニ）の資源量を推定したと

ころ、昨年を下回る 420t と算出されまし

た。 

 

漁模様 

雄の漁獲量は“昨年並み～昨年をやや

上回る”程度と見込まれます。 

一方、雌の漁獲量は “豊漁であった昨

年を下回るものの、平年並み”となること

が見込まれます。 

（海洋研究部 北山和也） 

 

図２ トロール調査で採集したズワイガニの甲幅組成 
    (X軸:個体数 Y軸:甲幅 mm） 
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図 1 ズワイガニ漁獲量経年変化 


